
点数 各項⽬20点満点
No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
712 ⾦髪 ⼤福餅 ⼀般審査員A 15 13 14 12 11 65 髪を剃り落とされた⼥性の死体って、もしかして旦那さんがやったのかな。⾦

髪の⽑が欲しいという理由でやったのならばあり得ない理由だし、⾔語道断で
す。クローゼットの奥から知らない⼥性の遺体が出てきたら別の意味で修羅場
になりますよ。

712 ⾦髪 ⼤福餅 ⼀般審査員B 10 10 14 14 15 63 なんだかサイコパスすぎて、わけがわからないですね。コミケに⾏きたくて、
⼈を殺したのか死体をもらったかで、⾦髪のかつらを作りたいがためにやっ
たって事ですよね、、、

712 ⾦髪 ⼤福餅 ⼀般審査員C 17 16 15 17 16 81 短い怪談ならではのスピード展開。勘違いは勘違いのままである⽅が如何に幸
せか…登場⼈物の夫の⽋落した倫理観が⽇常を壊してゆく⼈。いくら成りや姿
形は⼈と同じであっても中⾝はまるで別個体のような得体の知れない怖さが良
かったです。むさい夫の似合わない⾦髪のカツラ姿が想像すると滑稽で、ユー
モアポイントを⾼めにそして流れる様な後半の夫の異常性に鋭さと怖さをポイ
ントを⾼めにしました。

712 ⾦髪 ⼤福餅 ⼀般審査員D 17 15 18 17 17 84 途中までは正直どこで怖くなるの？と完全に舐めきってました。まさかそうい
う展開になるとは…本当の修羅場はここからですね。旦那さんにとっての修羅
場ではなく、奥さんにとっての修羅場はここから。⼈⽑のウィッグはとても⾼
価だと聞きますが、どうしたらこういう発想になったのか…浮気を疑って怒る
普通の感覚の奥さんと、それに普通に反応している異常な旦那さんとの落差が
とてもいいです。

712 ⾦髪 ⼤福餅 ⼀般審査員E 18 18 20 18 20 94 普通に浮気話かと思いきや最後のどんでん返し！しかも「貰った」ってどうい
う事？貰ってから殺したのか？亡くなっていたのを貰ったのかで恐怖の度合い
が変わります。新しいしこの余韻がたまらなく怖い。

712 ⾦髪 ⼤福餅 ⼀般審査員F 15 14 14 14 15 72 最後の最後でまさかの展開！妻から浮気を詰め寄られている夫、という雰囲気
の出だしから、どうなるんだ？と興味津々で読み進めると、コミケ、とカツラ
というワードで⼀気にユーモアな展開に。そして、最後で怖さで落とす、とい
うなかなかのテクニックですね。貰った、という軽いノリに反して、クロー
ゼットの奥に体育座りで押し込められた⾦髪の髪の持ち主だったであろう⼥性
の遺体…。夫の悪びれない⾔動からはサイコさを感じますね。⾼評価なショー
トです。

712 ⾦髪 ⼤福餅 ⼀般審査員G 14 14 14 14 14 70 なんか怪談なんですけど、⾦髪のヅラを被った旦那でちょっと吹いてしまいま
したw怪談では余り感じない笑いがあったのでユーモアを個⼈的には少し⾼め
に評価しました。最後のオチが状況的には怖いけど今ひとつピンとこない。“そ
れで貰った”とあったが、死体を貰ったのか？（その後髪をそってヅラを作っ
た？）ずらをその⾦髪の⼥にもらって、殺して遺体を隠した⁈なんかオチの描
写が今ひとつハッキリせず勿体無い後味でした。最後のオチまでの状況描写を
もう少しハッキリと記して頂くと、最後にグッと怖い体感を感じる怪談になる
のかな？と感じました。

712 ⾦髪 ⼤福餅 ⼀般審査員H 17 15 15 15 15 77 気持ち悪い…8⽉のお盆に開催されるコミケの時期にぴったりの怪談ですね。
⽂章ですがビジュアルインパクトの強いショート怪談になっていると思いま
す。死体の匂いとかどうなん？というツッコミは無しで、オチが秀逸でした。
オチまでの時間が短いショート怪談ですので、⾦髪のカツラの歪な描写がもっ
とあると良かったかも。髪を剃るだとカツラを作成する⼿間がかかるので、⽪
膚ごと取っているので歪んでいるとか、頭頂部が⾚⿊く⾻が剥き出しになった
死体とか。

712 ⾦髪 ⼤福餅 ⼀般審査員I 16 12 12 10 13 63 カツラは買ったのではなく遺体から？コミケに⾏きたいから⼈殺し？え？サイ
コバス笑。でも⾯⽩かったです。奥さんの髪を奪われなくてよかったですね。
奪われるということは。。。そんなことのために殺されてしまった⽅は気の毒で
すが。いや殺したのではなく遺体を盗んだ？もしそうだったらもっと怖いです

712 ⾦髪 ⼤福餅 ⼀般審査員J 18 12 12 12 15 69 最後に出てきた⼥性の遺体は、何だったのか？夫が妻に⾒せたのか？⾮常にわ
かりにくいと思ったが、怖さと気持ち悪さだけは、伝わってきた。

合計 157 139 148 143 151 738

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
717 ⼀般審査員A 18 16 15 15 18 82 中年のおっさんが背中を舐めていたのは気持ち悪い。想像しただけでも怖い。

世の中には知らないほうがいいという話もあります。これは、妖怪という扱い
にしたほうがいいですね。それが幸せですよ。それにしても、そのおっさん、
何が⽬的なのかさっぱりですけど、地理的な観点から⾃分が舐めても妖怪の仕
業と勝⼿に思ってくれると思っていたのならば、悪意マシマシ。確信犯的です
よ。

717 ⼀般審査員B 13 14 14 16 14 71 なんか笑っちゃいました。でも、おじさんがおじさんの背中を死んでまで舐め
にくるのは異常ですよね。⽣き霊だったらもうひとつ⾯⽩いですね。

717 ⼀般審査員C 16 17 15 16 16 80 ユーモアポイント⾼めの妖怪談からのまさかのオチ！⼆段構えのいや〜な怖
さ、知らぬが仏とは正にこの事。外出をしたら稀に訳の分からない突⾶な⾏動
を急にするおじさんはたまに居ますよね。そういった⼈達は実はおじさんの⾒
た⽬をした妖怪なのかも知れません…ただ怖いだけでは無くユーモアもあり、
そして後半への鋭い急展開が読んでいて楽しめました。このシリーズがあるな
らまた読んでみたいです。

717 ⼀般審査員D 16 16 18 17 14 81 妖怪だったら良かったのに…そのおじさんは何のためにそんなことをしている
のか全く理解できませんが、とりあえずろくな理由はないだろうと想像できま
す。それを⽬撃した奥様はどんな気持ちだったのでしょうか。柔らかい⽂章と
ほのぼのした内容からは想像できなかった気持ちの悪いオチに思わずひぇっと
声が出そうになりました。その画を想像するだけで気持ちが悪くて教えない奥
様の優しさを感じました。妖怪を絡めたお話はなかなかないので、妖怪好きと
してはわくわくしましたが最後まで読んでショックを受けました。真相を知ら
ない⽅が旅のいい思い出として残っていいと思います。

717 ⼀般審査員E 15 15 18 20 15 83 これはご主⼈には夢と思わせて黙っていた⽅がいいと思います。まさかおじさ
んに舐められていたなんて…妖怪と思わせていた⽅が幸せかと！

717 ⼀般審査員F 12 9 10 13 12 56 ⿃取といえば、⻤太郎など⽔⽊しげるさんの妖怪等で有名ですよね。背中を舐
められるとか、怖いというかかなり気持ち悪いですね。⻘⾆なんていう妖怪が
いるんですね。知らなかったです。でも、お話の旦那さんの⽅は妖怪だと思い
込んでいるけれど、本当は中年のおっさんの霊だったんですね(苦笑)。知らぬ
が仏、とはこの事でしょうか。

717 ⼀般審査員G 18 17 15 15 15 80 あー、私ならすぐ旦那に⾔っちゃうだろな笑笑 最後の⼀⽂（オチ）に笑っ
ちゃいました！怪談だけど、ちょっとユーモアも感じたのでその点を⾼く評価
しました。怖がる旦那と冷静な奥様の対⽐が⾯⽩いですね！⽂の構成にも纏ま
りがあり、簡潔に怖さと笑いまで感じる怪談は秀逸かと。そして⼜“妖怪”ま
で！このまま妖怪の仕業なのかなぁと思いきや全く違って、短編ながらとても
⾯⽩く完読です！なので全体的に⾼得点とさせて頂きました！しかしこの奥様
普段からミエル⽅なのかな？⾊々とお話をお持ちそうなので⼜期待しちゃいま
した！

717 ⼀般審査員H 10 15 10 15 15 65 ⼆重で気持ち悪い内容で、お得な恐怖を感じてしまいました。⿃取は妖怪で町
おこしをしているくらいなので、妖怪と思ってしまっても仕⽅ないのかもしれ
ませんね。妖怪も怖いですが、中年のおっさんが舐めるのも気持ち悪くて厭で
すねぇ…タイトルが妖怪だったので、油断していました。

717 ⼀般審査員I 16 12 12 17 11 68 おもしろい。内緒にしてあげる奥さん優しい。妖怪でキャッキャウフフしてる
ほうが平和ですもんね。なぜおじさんは背中を舐めていたのか。そこはちょっ
と怖いです。背中舐めてなにしてんだろ？他に危害がなくてよかったなと。な
にがあったかとかちゃんとわかって、登場⼈物のかわいらしいとことかでてた
よかったです

717 ⼀般審査員J 12 12 15 18 13 70 霊感が強い奥さんが、夫が体験したことを⾒ていて、黙っていてあげるユーモ
アさがとても良かったと思う。

合計 146 143 142 162 143 736

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
710 訴え 川沿いのマス

ター
⼀般審査員A 13 15 12 15 14 69 寝たきりの義⺟がこのままだとやられると思って⽣霊になったのかな。⽸詰を

万引きして殺そうとする⼥性に濡れ⾐を着せ、⾎が付いたティッシュを発⾒さ
せれば必然と警察が介⼊する。そうなれば、⽣き延びると思ったのならばなか
なかの策⼠だなって思いました。

710 訴え 川沿いのマス
ター

⼀般審査員B 13 12 15 12 15 67 何も⼊っていないトートバッグから⼿が出てきてツナ⽸と⾎のついたティッ
シュをどこからか出して⼊れたって、ヤバい映像が撮れましたね。是⾮とも⾒
たいですね。

710 訴え 川沿いのマス
ター

⼀般審査員C 16 16 17 15 15 79 死者の執念が⾝を結ぶ！ダイイングメッセージですね。⾎液を少しづつ抜く…
⼀思いにやるよりもより陰湿で狡猾なやり⼝ですね。そしてカバンから⼿が！
後に知る怖さと悪い事をすれば必ず罰せられる勧善懲悪が読んでいてスカッと
しました。前半のイヤ〜な窃盗犯の⾔動があればあるほど、振り幅が効いて後
半の⼿が活きてました。証⾔者から語られる様な⽂章がもっと明確であるとよ
り魅⼒的な⽂章になります。急⾓度な鋭い展開が良かったです。

710 訴え 川沿いのマス
ター

⼀般審査員D 15 16 18 15 16 80 途中まではよくある話かと思ってましたが、どうも様⼦が違う。最後まで読む
とあまりのおどろおどろしさにぞっとしました。義⺟にしていた陰湿な仕打ち
に対する報復にしても、ちょっとやそっとでは許さないという根深い恨みが滲
み出ていて嫁姑問題の恐ろしさを感じました。⾎を抜くというやり⽅ができる
となると、恐らくこの嫁は医療従事者。外では⼈の命を救う仕事をしているの
に、家に帰ってからは姑が⼀⽇も早く死ぬことを願っておぞましい⾏為を繰り
返していると思うと⼈の⼆⾯性にとても気分が悪くなりました。

710 訴え 川沿いのマス
ター

⼀般審査員E 18 18 18 15 15 84 やっぱり⼈間が⼀番恐ろしいですね。⾎を抜くって…。捕まったおかげで義⺟
さんが助かったから義⺟さんの⽣霊の仕業なのでしょうね。⽣霊も良くこの⼿
が思いついたなと感⼼しました。

710 訴え 川沿いのマス
ター

⼀般審査員F 16 15 16 13 15 75 ⾮常にいいショートでした。まさかのカバンから…。最初は普通に万引きした
⼥性が事務所に連れて来られてきて、ここからどんな怖い展開になるのか、と
思っていたら、そうきましたか。しっかり怪談ですね。⼥性が寝たきりの義⺟
を殺そうと思った理由は単に寝たきりで介護が⾟かったからだろうか。カバン
から出てきて⽸詰を万引きした痩せた⼿はもしかして…。怖さ、新しさ、意外
さの評価が⾼くてよき、お話でした。

710 訴え 川沿いのマス
ター

⼀般審査員G 15 14 15 10 16 70 完読すると、タイトルがなるほど…と感じるお話しでした。タイトルって重要
ですね！！怖いというよりは可哀想な部分もあり、⾊々な感情の混じる怪談か
なぁと感じました。ショート怪談ではあるものの、中⾝の濃い話しで短い⽂章
ながらも上⼿く纏められているなぁと感じました。お義⺟さんの何かが霊現象
を起こしているのか⁈はたまた何か別の存在がこの実態を知らしめる為に万引
きをしたのか⁈⾊々と謎は残りますね…皆さんの考察が聞きたいです。しかし
このお義⺟さん、命が助かったのが何よりです。

710 訴え 川沿いのマス
ター

⼀般審査員H 15 10 10 15 10 60 「裕福そうなのに」介護をしない。あくまで憶測ですが、結婚、出産、育児な
どなど、義⺟にはいろいろと⼿を出されていたのかもしれませんね。そして最
後の最後まで義⺟が⼿を出す。奇妙で闇深くて⽣臭い。テンポのいいショート
怪談に感じました。あと、宮本〜！！宮本⾒ただけ！！こんなの⾒たく無
い！！川沿いのマスターさんの新作次回も楽しみです！

710 訴え 川沿いのマス
ター

⼀般審査員I 15 13 11 12 12 63 義⺟からのSOSだったんですね。よかったです。未遂の時点で。。。義⺟えらい
と思いました。怖いよりよくやったと笑。こんなSOSの出し⽅もあるんだな
と。お店の⼈が万引きに気づいてくれてよかった

710 訴え 川沿いのマス
ター

⼀般審査員J 18 15 18 15 18 84 ⾃分が殺されそうになっていると訴えるために⽣霊になって、罠にはめたのか
と想像した。それもそうだが、衰弱死を考えていた⼥性もかなり怖いと思っ
た。

合計 154 144 150 137 146 731

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
741 男⼥の法則 ⼩⽇向まこと ⼀般審査員A 11 11 15 12 15 64 歴史を繰り返すな。誰か⻭⽌めをかけてくれ。誘拐された男の⼦が成⻑し、今

度は⾃分が⼥の⼦を誘拐する。その前の⼩⺟さんも誘拐されて育った経緯があ
るというので、まさしく負の連鎖。このままだと誘拐された⼥の⼦が成⻑した
後、男の⼦を誘拐してしまうのが⽬に⾒えてしまう。

741 男⼥の法則 ⼩⽇向まこと ⼀般審査員B 13 13 14 12 12 64 誘拐の連鎖がはじまったのは何回前なんでしょうかね。誘拐された後にあなた
で3代⽬よ。みたいな会話があるんでしょうか。その⼈で連鎖を断ち切って欲
しいですね。

741 男⼥の法則 ⼩⽇向まこと ⼀般審査員C 16 16 15 14 16 77 愛ほど歪んだ呪いはないよ。有名な漫画の有名な台詞です。それと⽣まれ育っ
た環境がおかしくてもそれがおかしい事だとは気づかないものですね。こうし
て不幸の連鎖は意図せずとも螺旋の様に続いてゆく…⼈間の内⾯に巣⾷うドス
⿊い独占欲に悪寒が⾛りました。これからも幽霊とは違う⽣きた⼈間の深層に
迫る作品をお待ちしております。

741 男⼥の法則 ⼩⽇向まこと ⼀般審査員D 20 18 19 17 18 92 本能がこの話を最後まで読んではいけない、早くこの話から離れなくてはいけ
ないと警鐘を鳴らしている気がしました。どうして？何故？そういう理屈では
ない触れてはならない⼈間の精神世界を覗き⾒てしまったような気がして、本
当に怖かったです。まずこの状況が異常だし怖い。そして、虐待の連鎖ではな
いですが⾃分がされたことを同じように辿る歪んだ感情はどこから沸いてくる
のでしょうか。どこを切り取っても怖い話でした。

741 男⼥の法則 ⼩⽇向まこと ⼀般審査員E 20 15 18 18 20 91 タイトル通りに、⼩⺟さん→僕→⼥の⼦→男の⼦→⼥の⼦…と、⽇本のどこか
で、この法則が永遠に繰り返えされているのかもと思うとゾッとしました。

741 男⼥の法則 ⼩⽇向まこと ⼀般審査員F 14 12 13 9 13 61 両親の記憶がないのは、⼩⺟さんに誘拐されて育てられてきたからだという主
さん。幾つぐらいで誘拐されたのだろうか。逃げ出す事を警戒するぐらいな
ら、少し⼤きくなってから、だろうか。⼩⺟さんは、主さんが逃げ出さないよ
うに主さんのありとあらゆる我がままを受け⼊れていたというが、そんな⼩⺟
さんが亡くなって、もう我がままを聞いてくれる⼈がいなくなったからといっ
て、今度は⾃分が誰かの我がままを受け⼊れてあげよう、という発想に果たし
てなるだろうか？⼩⺟さんも誰かに誘拐されていたのだろうか？タイトルは男
⼥の法則となっているが、どちらかと⾔うと、誘拐の連鎖、というべきか。怖
さよりも悲しさ、切なさを感じたお話。

741 男⼥の法則 ⼩⽇向まこと ⼀般審査員G 15 15 15 10 15 70 これ⼈怖ですかね…でも結局は幸せだったから怖い話しでは無いのか⁇しかし
背景を考えるとゾッとするというか…家族や幸せってなんだろう？と考えさせ
られました。  タイトルが今ひとつピンと来ないというか…個⼈的には“幸せ
の法則”の⽅がしっくり来るかなぁと。ショート怪談ではありますが、⾊々な⾓
度から考えさせられる話で、事件性もあるといったらそうですけど、ある意味
深い話しかなぁとも思いました。しかし“ワガママを全て叶えてくれたから幸
せ”という短絡的な考えはある意味怖いなぁと。しかも繋ぎ⽌める為という理由
も。なかなか闇深い何かを感じる話でもありました。

741 男⼥の法則 ⼩⽇向まこと ⼀般審査員H 15 10 15 10 18 68 幸せで満ち⾜りている雰囲気のヒトコワでゾワゾワしました。現在の⽇本で多
くの⾏⽅不明者がでている実情もあって、こんな歪な関係も実在しているのか
もしれない…！と感じました。シンプルな⽂体なのに重く歪な雰囲気に仕上
がってて、とても怪談の構成⼒が⾼い⽅に感じました。他の怪談もぜひ読みた
いです！

741 男⼥の法則 ⼩⽇向まこと ⼀般審査員I 15 13 12 12 11 63 何でもわがままを聞いてくれたところから⼩⺟さんに死んでっていったのかと
思ったら、話はそこではなくてぞっとした。誘拐の連鎖なのか。⼩⺟さんも本
当に誘拐された⼈だったのか？わがままをきいてもらったから聞いてあげるた
めに誘拐。⾃⼰満だけどそうなるくらい誘拐されてる間が充実していたという
ことか？怖いです

741 男⼥の法則 ⼩⽇向まこと ⼀般審査員J 18 15 15 15 18 81 ヒトコワとして、かなり怖い。
後味の悪い、しかも気持ち悪い負の連鎖が読み取れるのがとてもやばいと思い
ました。

合計 157 138 151 129 156 731

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
709 でんしゃ はるせ ⼀般審査員A 15 14 14 13 16 72 聞こえてきた男の⼈は何者。刃物を持った異様な⼥に刺された男なのかな。

じゃあ、なんで主⼈公に教えてくれたのか。⼿がなんで⾎で汚れていたのか。
もし幽霊だったら⾎を流すことはあるのだろうか。よくわからない話ですね。
そもそも、駅のホームで刃物を持ってウロウロしていたら駅員がやってくると
思うけど、その⼥も幽霊だったりして

709 でんしゃ はるせ ⼀般審査員B 14 13 14 12 14 67 主⼈公はたぶん⼥性ですよね。そうなると後から消える男性はホームに居た⼈
か霊かわからない包丁⼥に殺された⼈でしょうか。男⼥間のいざこざか無差別
なのかで頭を上げた⽅が良いのか悪いのかが変わりそうな感じがしますね。

709 でんしゃ はるせ ⼀般審査員C 15 15 15 14 16 75 刃物を持った⼥性！リアルなヒトコワですね。誰でもよかったムシャクシャし
ていた…理由なんてあってないようなもの思考が全く理解出来ない⼈は次の瞬
間何をしでかすか判らないから怖いです。そして教えてくれた⼈は守護霊？で
すかね。ヒトコワ＆霊、短い⼀つの怪談の中で⼆度美味しいお得な気分になり
ました。具体的な被害の様⼦や周りの混乱状態の描写があればもっと加点して
いました。ヒトコワの⽅も幽霊の⽅も若⼲静かな印象。

709 でんしゃ はるせ ⼀般審査員D 9 10 14 15 12 60 何が起きたのかとても不可解。隣にいた男性も刃物を持った⼥性も、本当にこ
の世にいた⼈なのでしょうか。⾔われたとおり、肩に頭を乗せて終点まで乗っ
ていたにも関わらず降りる瞬間に消えてしまったということは、彼⼥を守った
のではなく以前そこで起きた残留思念のようなもので、彼⼥に⾃分と同じよう
な恐怖を味わわせるために⾒せたものだとしたらとてもタチが悪いと思いまし
た。意図的かもしれませんが、少々癖がある書き⽅が気になってしまい内容が
あまり頭に⼊ってきませんでいた。

709 でんしゃ はるせ ⼀般審査員E 18 18 18 15 18 87 最後に「えっ？」ってなる終わり⽅いいですね。その⼥に刺された男性の霊が
助けてくれたのかな？⼀緒に連れて⾏く霊じゃなくて良かった。どうかその男
性が助かっていて欲しい思うお話でした。

709 でんしゃ はるせ ⼀般審査員F 15 14 14 12 14 69 夜、終電ともなると、昼間の⾞内とは打って変わって⼈も少なく、⼼細さを感
じる事はある。つい寝てしまって、気がつくと知らない⼈に凭れかかっていた
りしたら相当気まずいだろう。でも、この話のように、気まずさを感じる余裕
もなく、突然恐怖を感じるような事が起こったら…。知らない男性は何者だっ
たのでしょうか？〝私〟を守ってくれたのでしょうか？頭に⾎がついていたと
いうことは、男性は…？ホームで⾒かけた刃物を持った⼥性と男性の関係は？
⾊々想像すると更に怖くなりますね。

709 でんしゃ はるせ ⼀般審査員G 14 15 14 10 18 71 状況描写が分かりやすいので、凄く情景が浮かんできてハラハラドキドキしな
がら読ませて頂きました。その男の⼈、めちゃくちゃ良い⼈じゃん！と思って
いたのですが、結局この世の⼈では無かったって事⁈そして刃物⼥も実在して
いない⁈⾊々と不思議な部分もあるお話し…そして何より最後のオチが！気持
ち悪いし怖い！！！そしてどーゆー事⁈電⾞を降りたら⾎液も消えていて欲し
いけど…男の⼈も⼥も消えたけど、⾎痕はリアルで残ってるんですかね？想像
しながら読むととても怖かったです。

709 でんしゃ はるせ ⼀般審査員H 10 5 10 15 18 58 主⼈公の性別がわからず、男性が、未来の⾃分なのか、他⼈なのか。詳細が書
かれていないので、めちゃくちゃおもしろく感じました。異様な⼥に刺された
のが主⼈公で未来から注意にきたとしてもおもしろいし、異様な⼥に刺された
他⼈なのかもしれない。ちょっと、もんやりする感じが逆にちょうど良いバラ
ンスになっている怪談に感じました。

709 でんしゃ はるせ ⼀般審査員I 13 12 11 11 11 58 助けてくれた男の⼈は幽霊だったのでしょうか。でも幽霊なら⾎がつくのはお
かしなことですよね。刃物を持った⼥性は実在したのでしょうか。私以外の男
性も⼥性も幽霊だったのか。不思議です。

709 でんしゃ はるせ ⼀般審査員J 16 13 14 14 18 75 電⾞とホームの間で、何が起きていたのか全くわからないが恐怖の体験だった
と思う。しかも、男性は何者だったのか⾮常に気になる怖さが遭った。

合計 139 129 138 131 155 692

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
753 扇⾵機 那夜あやな ⼀般審査員A 15 10 16 18 17 76 扇⾵機にスイカをあげていた？ 怖すぎるんですけど。この⼦は無事なのか

な。怪我とかしていないのかな。それが気になりますね。何かに魅⼊られたと
しか⾔いようがないけど、何がそのきっかけになったんだろう。もしかした
ら、勝⼿に売り物の扇⾵機を持ってきた段階で魅⼊られていたのかもしれませ
んね。

753 扇⾵機 那夜あやな ⼀般審査員B 10 10 12 10 8 50 マジで意味不明です。扇⾵機にスイカ当ててグチャグチャにしてたら、親なら
怒りましょうよ。畳べちゃべちゃにして、ダメでしょ。変な話ですね。

753 扇⾵機 那夜あやな ⼀般審査員C 16 15 16 18 16 81 ⽇本には古くから⻑年使われた物には魂が宿りそれは付喪神となる。妖怪化け
傘等は有名ですね。その扇⾵機は化け扇⾵機ですね余程そのスイカが美味しく
みえたのでしょう🍉ぐしゃぐしゃになったスイカの描写がまた⽣々しく良かっ
たです。それとも⼦供が取り憑かれていたのか？どちらであっても気味が悪く
良かったです。化け扇⾵機が要求する物は最初にスイカ、最終的には⼈間の⾎
⾁でしょうね。ホラー映画の冒頭のシーンの様でワクワクしました。このシ
リーズがあるのならまた是⾮、読んでみたいです。

753 扇⾵機 那夜あやな ⼀般審査員D 13 16 18 17 17 81 私の⼤好物、ノスタルジーと怪異の共演！誰もがやったことのあるあの遊び。
最近は⽻根がない扇⾵機も増え、この遊びを知らない⼦どもも増えていますが
やはり⼤⼈になってもついやりたくなってしまうことがあります。そんな何気
ない遊びからこんなことが起きたら…夢だと思ってしまいそうですが、⻄⽠を
分けてあげたということはお友達が⾒えていたのでしょうか。声だけではな
く、誰かいたのかもと思うだけで怖さが⼀段階上がる気がしました。

753 扇⾵機 那夜あやな ⼀般審査員E 18 15 15 15 18 81 扇⾵機が有ったら必ず⼦供がやるやつ！懐かしい。⽇常のほっこりするエピ
ソードからの恐怖。主⼈公には扇⾵機が何に⾒えていたのでしょうか？扇⾵機
の⾏⽅も気になりますね！

753 扇⾵機 那夜あやな ⼀般審査員F 13 9 13 11 12 58 ⼦供の頃、扇⾵機を前に、「あ〜〜」と声を出したりした経験がある⼈はきっ
と多いだろう。私もそんな⼀⼈だ。リサイクルというのと扇⾵機が関係がある
かはわからないけれど、扇⾵機から断末魔のような苦しそうな声が聞こえて来
るのは不気味だ。主さんには記憶がないようだけれど、回る扇⾵機に嬉々とし
てスイカをあげていた、というのは、扇⾵機の中に何者かの存在を感じたから
なのだろうか。スイカの⾚い汁が⾎の⾚を連想させるような怖さがあります
ね。扇⾵機のその後の⾏⽅も気になりますね。

753 扇⾵機 那夜あやな ⼀般審査員G 15 14 14 17 14 74 まさに今扇⾵機を付けながら読んでいた私です。リサイクルショップの扇⾵機
という所で冒頭から既にフラグを感じた私です。何か⽈くのありそうな品です
もんね…しかしこのお話しの中で1番怖かったのはお⺟さんですよね！我が⼦
が扇⾵機に話しかけてるだけでも怖いのにスイカ⾷べさせてるとか！⼀⾒
シュールですけど怖い！そして誰の⼿に渡ったのか⁇そしてやっぱりリサイク
ルショップの品って他にも⾊々と⽈くのありそうな物が…怖いです。ちなみに
扇⾵機に向かって「あー」とかゆーのはあるあるですよね！そこの描写にユー
モアを感じたので⾼めに配点しましたw

753 扇⾵機 那夜あやな ⼀般審査員H 5 5 5 15 10 40 畳が⾚⿊いのが⾎を想像してしまって、いい感じに気持ち悪いですね。しか
も、若⼲記憶と違う⾏動をとっているみたいですし。勝⼿に扇⾵機を運んだ時
点で取り憑かれていたのかも。と考察しました。すごくインパクトはあるので
すが、断末魔とスイカに⾷べさせている関連が弱く、これ以上の描写は私のワ
ガママなのかもしれませんが、あと少し気味の悪いナニカが欲しいと感じまし
た。仮に我が⼦がスイカを扇⾵機でぐちゃぐちゃにしてたら、その扇⾵機は処
分します。

753 扇⾵機 那夜あやな ⼀般審査員I 11 11 11 12 11 56 扇⾵機にあーは⼦供の頃みんなやりますよね。なつかしい。でも本⼈の記憶と
お⺟さんの記憶が違うのはなぜなんでしょう。その扇⾵機はまだとこかで断末
魔のような声をだしているのか。うちになければいいなと思いました

753 扇⾵機 那夜あやな ⼀般審査員J 15 15 18 18 18 84 付喪神を想起させる怖い話だったと思う。しかも主⼈公は乗り移られていたの
か扇⾵機にスイカを⾷べさせていたというところも怖い。更に畳が汚れたとい
う情景にも怖さを際⽴たせていてとても良かった。

合計 131 120 138 151 141 681

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
726 天使 蟹⽥涼 ⼀般審査員A 10 15 10 16 16 67 なるほど、ガラス越しだから反転しているわけね。お爺さんの背後にいると

思った天使は⾃分の背後にいたと。普通に考えたら分かるとは思うけど、ぱっ
と⾒じゃ分からないものかな。この天使が⾒える能⼒もはたして良いものかど
うかは分かりませんな。もしかしたら、向こうに⾏くことが定めだったため、
視えていたりして。

726 天使 蟹⽥涼 ⼀般審査員B 12 13 14 12 13 64 ⾃分の後ろにいるのが反射で⾒えたって事ですね。すごく気になるのはどんな
歌を歌っていたのか知りたいですね。

726 天使 蟹⽥涼 ⼀般審査員C 16 17 16 15 17 81 おっそっちかーい！短い怪談の中で良い裏切りがありました。意表を突かれて
読後の満⾜感も⾼かったです。⿊いモヤが⼈にかかって視える⼈の怪談は稀に
聴きますが、天使というのが良かったです。天使のビジュアルに先⼊観が働き
よりラストのオチ部分が活きてました。振り幅がある展開の鋭さと意表を突い
た意外さがあり、とくに良かったです。

726 天使 蟹⽥涼 ⼀般審査員D 18 15 17 16 17 83 ⼈の死期が分かってもどうすることもできず、最期を待つのみというのはとて
も悲しいですね。だから、⼤好きなおじいちゃんの後ろに天使が⾒えた時の
ショックは計り知れなかったと思います。切ない話だな…と思ったのも束の
間。急転直下の展開に⼼臓をぎゅっと掴まれたような気分になりました。こう
いう話では、他⼈の死期は分かっても⾃分の死期は分からないという展開は聞
きますが、この話では⾒えていたはずなのに⾒誤ったという新しい展開。とて
も⾯⽩かったです。

726 天使 蟹⽥涼 ⼀般審査員E 10 10 10 10 10 50 ⾃分の死期には気付かないのでしょうね。信じたく無いのも有るかも知れませ
ん。読み終わって天使というより死神なのでは？と思いました。死神として書
いたらもっと怖くなると思いました。

726 天使 蟹⽥涼 ⼀般審査員F 15 13 14 13 16 71 ⼈の死期が分かる、という⼈の話はたまに聞きますが、妖精みたいな天使が⾒
える、というのは新しいかもしれない。多くは、死神のような⿊ずくめのもの
が⾒えたり、該当する⼈が⿊いもやのようなものを纏っているのが⾒える、と
いったものだ。天使が歌う歌というのはどんな歌なのだろう。でも、それを聞
いてしまったら天使が背後に現れた⼈が亡くなってしまうのだから、聞きた
い、とは⼤きな声では⾔えないけれど。最後は意外な展開でした。うっすら⾒
えた窓の向こうのおじいちゃんと天使。天使の歌ははっきりと聞こえて、当
然、おじいちゃんが亡くなるものだと思いきや、本⼈が亡くなるなんて。

726 天使 蟹⽥涼 ⼀般審査員G 18 18 17 10 18 81 ⾮常に⾯⽩い怪談ですね！⽂章構成も上⼿なのでとても読みやすく、オチの
持って⾏き⽅も秀逸だと思います。オチまでの振り→オチが短編では⾮常に重
要かなぁと個⼈的には感じるのですが、期待を裏切らない感じがとても良かっ
たです。しかし天使という表現は可愛らしいのですが、変な歌を歌ったりだと
か私のイメージする“天使”とはちょっとかけ離れているというか…死神的な感
じにも思える様な、なかなかその辺も興味深いですね。⼈の死期が分かるの
か、それとも死に追いやっているのか⁈後者の⽅だったら⾮常に恐ろしいです
ね。全体的に⾼評価な怪談だと思いました。

726 天使 蟹⽥涼 ⼀般審査員H 5 5 15 15 15 55 ⼀⼈称と⾒せかけて、オチで視点が読み⼿に上⼿く切り替わっていると感じま
した。⼩さな天使という設定は新しく感じました。全体的に整っている内容な
ので逆に盛り⾜りなさを感じてしまいました。鋭利な恐怖を感じない怪談なの
で、どこかフックになるような気持ち悪さがある⽅が好みです。

726 天使 蟹⽥涼 ⼀般審査員I 13 12 12 11 12 60 死神ではなく天使なんですね。死期も翌⽇というもう救えないくらい直近しか
わからないんですね。おじいちゃんが亡くなるのかと思ったら本⼈が。。。⻘い
天使がうっすらだったのはガラスに写っていたものを⾒たからですね。⾃分の
死期は知りたくないですね

726 天使 蟹⽥涼 ⼀般審査員J 12 15 15 12 15 69 そもそも、この短編を書いている主⼈公が逝ってしまったのに、かけているの
はなぜ？という意外さがありました。
死相の⾒え⽅が、⼈の感覚によって違うんだろうなということもよくわかりま
した。

合計 129 133 140 130 149 681

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
689 ⼀般審査員A 11 12 13 12 12 60 遊郭で働いていた⼥性の想いがまだ残っているんですかね。ヘッドホンから笑

い声を聞くのが全員ではなく⼀定なのがリアルだなって思いました。突然⼥性
の笑い声がヘッドホンから聞こえたらビビりますよ。

689 ⼀般審査員B 13 12 14 12 12 63 聴⼒検査のとき以外でも、いろいろありそうな病院ですね。まあ、無⾳から急
に笑い声が聞こえたら霊じゃなくてもビビりますよね。

689 ⼀般審査員C 17 15 15 14 16 77 短いお話の中でも起承転結有り、不可解な現象は不可解なままボンヤリと終わ
るのが怪談の常ですが、理由を知れて妙に合点がつきました。この悲劇の背景
がある限りこの現象はまだまだ続いてゆくでしょう…ハイテク機器とアナログ
な怨念の対⽐がまた良かったです。電波に混ざり込む怪⾳…⼈が構えていない
瞬間に聴こえだすのはもう反則ですね想像が容易に出来るがだけに怖さが⽣々
しいです。⽂章としても簡潔しており読みやすかったです。

689 ⼀般審査員D 12 16 15 15 17 75 聴⼒検査というやや特殊な状況で油断しているところで怪異が起きた時、咄嗟
に叫び声をあげられるだろうかと思った時に私は声が出ないと思いました。だ
から、私と同じように怪異に遭遇していても気付かれていない⼈がいると思う
とかなり多くの⽅が体験してしまっているのではないでしょうか。改めて、防
⾳で何も⾳が聞こえないはずという状況は恐ろしいかもしれませんね。

689 ⼀般審査員E 18 15 15 15 15 78 無⾳からの突然の⼥性の笑い声は怖いです。職員の検査の時だけっていうのが
気になりますね。⼀般の患者さんの時はどうなんでしょうね？聴⼒検査の無⾳
状態も結構怖い物が有りますが、次に検査する時、⾝構えて検査に臨むと思い
ます。

689 ⼀般審査員F 13 10 12 9 13 57 病院関係の不可解な話はよく⽿にしますが、検査技師さんの体験談ですか。案
外、体験されている技師さんというのは多いのかもしれませんね。外界の⾳が
絶対に聞こえないはずなのに、無⾳のヘッドホンから悲鳴が聞こえたりした
ら、そりゃあ怖いでしょうね。笑い声の正体が遊郭で亡くなった⼥性の霊なの
かどうかはわからないけれど、病院が建っている⼟地が忌み地だ、という話も
よく聞きますね。

689 ⼀般審査員G 16 15 15 10 15 71 最近健康診断を受けたばかりなので、なんか個⼈的にゾワッとしてしまいまし
た汗 確かにあの検査って無⾳の中でやるので、そんな中で笑い声なんて聞こ
えたら絶叫レベルですし、トラウマなりますね…でも原因⁈というかその場所
が昔は遊郭だったとの事で個⼈的にも合点がいくというか…⾊々と他にも不可
思議な現象がありそうですね。話も霊現象からそれに⾄るであろう背景までき
ちんと記してあり、⽂章の構成も短いながら纏まっていたので、モヤモヤせず
スッキリと完読出来ました。

689 ⼀般審査員H 10 5 15 15 15 60 できごとのみを淡々と書き上げているので、どんな状況でどんな気持ち悪さな
のかスッと⼊ってきました。残念なのは笑い声なので恐怖が少なく感じてしま
うのと、できごとのみが描写されているがゆえに、どんな弊害がおきているの
かが⾒えない点でしょうか。鋭さが⽢く物⾜りない気がしました。

689 ⼀般審査員I 11 12 14 11 12 60 あの無⾳の中での笑い声は怖いですよね。もし⾃分の検査でそれが起こったら
と思ったら次から聴⼒けんさを受けるが嫌になりそうです。遊郭だったことと
はなんの関係が？遊郭でひどい扱いをされた⼥性が原因ではないかということ
でしょうか？わたしが受ける聴⼒検査がそんなことがありませんようにと祈る
ばかりです笑

689 ⼀般審査員J 18 18 15 13 15 79 健康診断での怪談話は、初めて聞いた。
毎年、健康診断を受けている⾃分としては、⾮常に怖い想像をした上に、次回
から想像してしまいそうと思った。

合計 139 130 143 126 142 680

妖怪 那由多

妖怪 那由多

妖怪 那由多

妖怪 那由多

妖怪 那由多

妖怪 那由多

妖怪 那由多

妖怪 那由多

妖怪 那由多

妖怪 那由多

検査技師の体験談 かめ

検査技師の体験談 かめ

検査技師の体験談 かめ

検査技師の体験談 かめ

検査技師の体験談 かめ

検査技師の体験談 かめ

検査技師の体験談 かめ

検査技師の体験談 かめ

検査技師の体験談 かめ

検査技師の体験談 かめ



No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
725 ⾯接 Zukkyunn ⼀般審査員A 12 11 13 12 14 62 ⾶び降りた⼈って何度も繰り返すって⾔いますからね。ちゃんと葬式とかやっ

ているのに、繰り返してしまうのはなんでなんだろう。場の記憶？ 体験した
⼈は視える⼈だったという訳で、⾶び降りた⼈を⾒てしまったという訳です
が、まぁ、そんな会社は蹴ってもいいと思いますよ。多分、相当きつい会社だ
と思うので。

725 ⾯接 Zukkyunn ⼀般審査員B 13 12 12 10 12 59 ⼈が⾶び降りてるのに⾯接が続いてるのに驚きました。まあ、⾃殺者が出るよ
うな会社は絶対に何かあるんでしょうね。

725 ⾯接 Zukkyunn ⼀般審査員C 16 15 15 13 16 75 不気味怪談。⾶び降りた⼈はきっと何度も何度も繰り返される無限地獄に閉じ
込められてるでしょうね。その会社はやめとけという強烈なメッセージでしょ
うか辞退して正解です。もしそのまま⼊社を決めていたら次の犠牲者は…！現
代社会の闇。前半の⾯接官から感じられる違和感が強ければ強い程後半への振
りが効き⼀気にバッドエンドへ堕ちるこの落下感が上⼿かったです。

725 ⾯接 Zukkyunn ⼀般審査員D 17 16 16 18 16 83 あまりにあっけらかんと恐ろしいことを⾔うので⼀瞬理解できませんでした。
短編だからこそ、どこに仕掛けがあるのか警戒しながら読んでいるのですが、
こちらは最後まで読み切ってから引き戻されるような独特の読後感でした。な
んでそんなに当たり前にこの衝撃的な出来事を受け⼊れられるのか不思議で仕
⽅ありません。恐らくこの会社、建物に棲み着いている何かなのだと感じまし
たが、私なら⾯接どころではないと思いました…そして、内定が来ても間違い
なく辞退します。

725 ⾯接 Zukkyunn ⼀般審査員E 5 10 10 10 5 40 就活の⾯接中にそんな事が起きて冷静なのが凄い！ブラック企業だから⼊社す
るのを辞めた⽅がいいと教えてくれたのかも知れませんね！

725 ⾯接 Zukkyunn ⼀般審査員F 15 12 14 13 13 67 ⼀般的な企業⾯接の光景ですが、リアルにその状況が頭に浮かびますね。⾃分
も過去何度か⾯接の経験はありますが、⼀対⼀と違って相⼿側が三⼈も並ばれ
ると威圧感を感じますし、主さんのように緊張する様⼦もなく、軽快にテンプ
レートが⾔えるなんて羨ましい限りだ。⾯接中に窓の向こうに逆さまに落ちて
いく⼈を⽬にしながら、笑顔で⾯接官に聞かれた質問に答えられる主さんの精
神⼒には羨ましさを感じると共に、恐ろしさも感じます。その後、⾯接を受け
た企業から内定の連絡が来たというけれど、そりゃあ、普通は辞退するでしょ
うね。

725 ⾯接 Zukkyunn ⼀般審査員G 18 17 15 10 17 77 状況描写が上⼿い上に、内容にとてもスピード感を感じ⼀気に完読しました。
しかし彼⼥肝が座ってますね汗 そういった状況に随分と慣れてる様⼦で…ミ
エル⼈ってそんなもなんですかね⁈私なら絶叫しちゃいそうですけど、穏やか
に⾯接をこなしてしまう様⼦がある意味怖かった！！⾃殺された⼈って繰り返
すって⾔いますけど、まさにそれだったのか⁈睨んでいたのは妬みや恨みなの
か、⾯接官への恨み？はたまた“この会社やめとけ！”なのか⁈⾮常に恐ろしい
けど…何にせよやっぱり肝が座ってる彼⼥が1番怖かった笑

725 ⾯接 Zukkyunn ⼀般審査員H 5 15 15 15 15 65 めっちゃ他⼈事な殺伐とした感じが絶妙に気持ち悪い怪談に仕上がっているよ
うに感じました。落下する⼈を流れ星のような軽い感じで例えている主⼈公の
歪んだ感じも、じわっと伝わってきてショート怪談ならではの消化不良感がい
い演出になっていると思いました。

725 ⾯接 Zukkyunn ⼀般審査員I 12 11 11 10 11 55 どういうことでしょう？なぜ内定を辞退したのか？ブラックだった？社員の⾃
殺を⽬撃？もしそうなら⾯接を最後まではできないだろうし？不思議です。意
味がわかると怖い話的なやつなんでしょうか？意味がわからなくて残念です

725 ⾯接 Zukkyunn ⼀般審査員J 18 18 18 18 15 87 ⼊社⾯接において、主⼈公が経験したことで、とても怖かった。⼊社試験で夢
が破れてしまった⽅々の思いが、そのような減少を⾒せたのではないかと思
い、とても後味が悪い話だった。主⼈公が内定をもらった会社で働かなくて良
かったかもしれない。

合計 131 137 139 129 134 670

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
752 マヨヒゴ ⽊綿めも ⼀般審査員A 17 18 18 16 18 87 幼い⼦供って⾃分の⺟親を認識できない時があるんですよね。それは背丈の問

題もあるかもしれないけど、なぜだが急に分からなくなる時がある。そんなと
き、もし⺟親らしき⼈物に声をかけられ付いて⾏ってしまったら。多分、この
⼦みたいについて⾏ってしまう可能性があるんだろうな。体臭が⽣臭いとか潮
の⾹りとか完全にこの世のものではないですよ。そのまま⼀緒にエレベーター
に乗ったら三途の川を渡っていたんでしょうね。描写が⽣々しい。

752 マヨヒゴ ⽊綿めも ⼀般審査員B 10 10 12 10 10 52 話がぶっ⾶びすぎてて難しいです。⺟のふりをして⽣臭い⼿で⼿を繋いだけど
いろいろ臭くて逃げ出したけど、彼⼥も迷⼦だったのかな。ってやっぱ難しい
です。

752 マヨヒゴ ⽊綿めも ⼀般審査員C 17 14 15 14 15 75 ⾃分にとって⾝近の⼈に化けいつの間にか⾃分の領域へ引き込まんとするタチ
の悪い魔物ですね。しっかりとした意思表⽰を⽰した事によって危機を脱し
た。映像にしたら仄暗い⽔の底からのラストのシーンを彷彿する⽅もきっと多
いと思います。それくらい衝撃が画としても強く印象に残ってます。⽂章から
想像するに⽔の事故に関係があるのかと物語の奥⾏きもありました。怖く不気
味であり得体の知れない存在感があり良かったです。もう⼀つ展開があると新
しさと意外さも⾼得点になると思います。

752 マヨヒゴ ⽊綿めも ⼀般審査員D 16 15 17 16 14 78 何気なく聞こえてくる迷⼦放送の裏でこういうことも起きているかも…？全体
的に磯の⾹りがしそうな雰囲気が漂っていて、この⼦の⼿を引いていたのは⼀
体何者だったのだろうと気持ちが悪くなりました。デパートのアナウンスなの
にここまで海を匂わせる怪異が起きているのがとても不思議です。海辺のデ
パートなのでしょうか。なぜこの⼦は怪異に⽬をつけられてしまったのでしょ
うか。家族で訪れた海で何かに魅⼊られてしまったのでしょうか。短いながら
も想像⼒を掻き⽴てらるシチュエーションだと思いました。

752 マヨヒゴ ⽊綿めも ⼀般審査員E 10 10 10 10 5 45 エレベーターはどこに繋がっていたのか気になりました。乗ってしまっていた
らどうなっていたのか。とにかく連れて⾏かれる⼨前で気付いて良かったで
す。

752 マヨヒゴ ⽊綿めも ⼀般審査員F 13 9 13 9 12 56 幼い〝私〟が⺟だと思ったそれは⼀体何者なのでしょうか？ヌメヌメした⼿の
感触や強い体臭、強烈な潮の⾹り、というようなところから、霊というよりは
海に関する妖怪的なモノだろうか。デパートのエレベーターと海の怪というの
が妙にミスマッチで、実際、デパートでそんな海の死臭を嗅いだら私も吐いて
しまうだろう。主さんが逃げられて良かったけれど、そんな⽬に遭っていて、
彼⼥も迷⼦だったのかも、という発想はまず出てこないし、意外かも。

752 マヨヒゴ ⽊綿めも ⼀般審査員G 16 14 14 10 14 68 とりあえずタイトルの“マヨヒゴ”。聞いた事無い⾔葉だったのですぐ検索…な
るほど。情景描写がとてもリアルで、そこでの様⼦が凄く伝わってきて気持ち
悪いなぁと思い読み進めました。⼿を引かれた描写でドキドキしたのですがこ
れどこに連れて⾏こうとしたのか⁈上⼿く逃げれたので良かったですけど…そ
して謎なのが末⽂。彼⼥も迷⼦とは⁈とりあえず逃げて回避は出来て安堵の着
地かと思いきや謎を残してのエンド…良い意味でのモヤモヤが考察に繋がる感
じで良かったかなぁと思いました。

752 マヨヒゴ ⽊綿めも ⼀般審査員H 10 18 15 18 16 77 設定も舞台装置もすべて最⾼の情報量なのに、うまく恐怖が伝わらない悔しさ
を感じました。アイデアは今⽉のショート怪談の中ではかなり尖っているの
で、構成⼒や⾔い回しなんだと思います。幼い幼⼥は判断⼒が下がっている状
態かと思いますので「本当の⺟」との差異と気持ち悪さが波のように何度もく
ると良かったなぁと思います。抽象的な臭いや質感の表現を⼊れずに、我が⼦
が迷⼦になって⼀気にフラッシュバックしたなど、時を超えてもおもしろいオ
チになったのかも。ついもっと良くなる気がする！！となってしまいました。

752 マヨヒゴ ⽊綿めも ⼀般審査員I 12 11 11 10 11 55 デパートの迷⼦の放送。デパートにいるのに何故か⽔死のような幽霊が現れて
不思議です。本物のお⺟さんのところに戻れたのは本当によかったと思いま
す。お⺟さんじゃないと気づかなかったらどこに連れていかれたのでしょう。
最後はどうなっていたのでしょう。最悪、⽔死のようなかたちになってしまっ
ていたのでしょうか。

752 マヨヒゴ ⽊綿めも ⼀般審査員J 18 18 15 12 13 76 原因のわからない⾏⽅不明の中には、こういうこともあるのかもしれないと感
じさせる怖い話だったと思う。
さらわれる⽅は⼀種の幻覚のようなものに陥ってしまうのかなと思いました。

合計 139 137 140 125 128 669

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
724 優しい友達 半分王 ⼀般審査員A 16 15 11 14 18 74 猫の渾⾝の叫びだったんですね。いきなり叫ばれたらびっくりするから対処が

出来ないよ。この友達の所業は猫界隈に知れ渡っていた可能性がありますな。
猟奇殺⼈⻤は最初に⾃分よりも⼩さな⽣き物を殺していくという話は聞いたこ
とあるので、ここで補導させてことは良いと思います。未来の猟奇殺⼈⻤の可
能性をつぶしたので。それにしても、親は何をやっている。部屋から数多くの
死骸が出たことに気が付かないのかい。

724 優しい友達 半分王 ⼀般審査員B 13 14 12 12 12 63 ⽣き物を⼿にかけてしまう⼦供は、たぶんクラスに1⼈くらいはいたと思いま
すが猫とか⽝となると、さすがにヤバいですね。すごいストレスを抱えている
か脳の障害かはわかりませんが⼤⼈になるまでに解決できたらいいですね。

724 優しい友達 半分王 ⼀般審査員C 15 15 16 16 15 77 ぎゃー猫ちゃん達になんて事をっ！猫だって命のギリギリのラインに⽴たされ
たら思わず⼈の⾔葉を発するでしょうね。猫は家につき、⽝は⼈につく、きっ
とその猫は家にいる無数の猫達の怨念をいち早く感じとった末の⾏動なので
しょうね。作られた話だと分かりつつもその⼈間には天罰が下ることを願って
しまう程のイヤ〜なタイプの短怪談でした。余り多くは無い動物に纏わる怪談
に新しさとユーモアポイントを⾼めにしました。

724 優しい友達 半分王 ⼀般審査員D 17 17 15 18 17 84 読み始めてから嫌な予感がしてはいたものの、猫の悲痛な悲鳴を想像したら⼀
気に⿃肌が⽴ちました。その⼦は何か感じていたのでしょうか。悲しい結末に
なってしまいとても切ないです。その⼦の親は本当に何も⾔ってなかったの
か、親も⼀緒になっておぞましい⾏為に及んでいたのか。どちらにしても、何
事もないような顔をしてクラスメイトとして過ごしている恐怖を想像するとか
なり気分が悪くなりました。淡々とした⽂章だけに、思いっきり背中を突き⾶
ばされたような、衝撃を受けました。

724 優しい友達 半分王 ⼀般審査員E 10 10 10 5 15 50 優しいと思っていた友達の裏の顔がかなりの胸糞！まさかそんな事をしていた
なんて⼈間不信に陥りますね。

724 優しい友達 半分王 ⼀般審査員F 14 12 12 9 13 60 なかなかのブラックショートですね。捨て猫や⼦猫を拾っては連れて帰って保
護してあげている優しい友達だと思いきや、まさかのサイコで拾っていた⼦猫
達を可愛がるのではなく殺してバラバラにしたりしていたなんて…。ある⽇の
下校時に拾われた⼦猫の叫びは殺される事を察した⼦猫の魂の叫びだったので
しょうね。主さんの助けを求めていたのかもしれませんね。後味の悪いお話で
した。

724 優しい友達 半分王 ⼀般審査員G 18 17 14 10 13 72 読み始めからなんかオチが想像出来てしまいましたが、やっぱりか…と怖く
なってしまったお話しです。⼈怖がプラスされている怪談って本当に気持ち悪
いですよね…亡くなった動物達が本当に可哀想で。胸糞でもあり、複雑な⼼境
にさせられました。なので⾊々な怖さを感じたので怖さの点は評価を⾼めにし
ました。ショート怪談ながらも⾊々な要素が詰まっていて、話もストレートに
記してあるので怖さもダイレクトに感じましたし、その点は良かったと思いま
す。しかし猫の声が聞こえたよりも、その友達のクレイジーさが本当に恐ろし
い…

724 優しい友達 半分王 ⼀般審査員H 10 15 10 15 5 55 ⼦猫が「やだー！」と声を出したのが⾯⽩い演出だと思いました。最初の1⾏
でオチが⾒えてしまったのが残念です。優しい友達という説明ではなく、教室
の⽣き物の世話を積極的にしている同級⽣がいた。など、読み⼿が勝⼿に「優
しい⼈なのかな」と期待する⽅が後半から終盤の残忍さが予測出来ず、恐怖の
緩急がついたと思います。

724 優しい友達 半分王 ⼀般審査員I 12 11 10 10 10 53 犯罪者予備軍だったんですね。というかかなり早い段階でそうだろうと思って
いましたが。早くわかりすぎて怖くなかったです。ただなぜ猫はやだと叫んだ
のか。助けてもらいたかったんだろうけど、なぜ⾃分の未来がわかったのだろ
うか。そこは不思議でした

724 優しい友達 半分王 ⼀般審査員J 18 15 15 12 15 75 捨て猫などを拾って帰っている理由がわかったときの怖さがとても後味が悪い
と思った。
本当に相⼿の両親は気がついていなかったのかが、⾮常に気になるし、後味の
悪さをより⼀層際⽴たせる。

合計 143 141 125 121 133 663

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
751 蝉好き ⼀般審査員A 10 11 11 15 16 63 好奇⼼旺盛なことは良いと思うけど、やっていいことと悪いことがある。その

境⽬を両親が教えないといけない。同じ⽉にある猫の話もそうだけど、両親は
もう少し⼦供に対して真剣になるべき。セミの⽻を毟り取る⾏為が周りから⾒
たらどれだけ恐ろしいことなのか。これがきっかけで失聴になったとは思わな
いけど、何かしら因果はあると思う。

751 蝉好き ⼀般審査員B 12 12 13 10 10 57 わかりづらいし、読みにくいです。ショートだと⽂字数に限りがあるのはわか
りますが、いまいちど話を読み返していただけるとより良いものになると思い
ます。内容は1週間しか地上で⽣きられないので⽻をむしるのはやめて欲しいと
思いました。

751 蝉好き ⼀般審査員C 17 16 16 14 16 79 この季節にぴったりハマる蝉怪談。蝉の呪いでしょうか！？蝉の抜け殻を収集
するのが趣味の⽅がいるくらいですから⽻を収集する⽅も居るはず…にしても
想像が容易に出来る分、⽿が痒い痛いです。というかもう頭に直接響いている
ような気⾊悪さが後をひく良い怪談でした。蝉ってもはや⼈をわざと怖がらす
の？という瞬間ありませんか？もう◯んでいると思って横を通った瞬間急にジ
タバタ暴れ出したりあれはもう嫌がらせレベルかなと。取り憑かれたとしか思
えない無機質な⾏動をとる⼈間の怖さと蝉の怨念としか思えない結末を評価し
ました。

751 蝉好き ⼀般審査員D 16 18 14 17 14 79 蝉を虐める描写がやけにリアルでとても気持ちが悪かったです。⼀⼨の⾍にも
五分の魂。命あるものを弄ぶ代償は⽀払わなければならないということでしょ
う。好きだからと⾔って慈しむのではなく、こういう歪んだ形で「好き」を表
現してしまうのはとても危険な⼼理だと思いました。けれど、⼀定数こういう
ことをする⼈は実在するし、何かが⾝に降りかかってきたら⼈はそれを「祟
り」と呼ぶのだと思います。最後に確認ですが、これは実話ではないですよ
ね？完全にフィクションであると信じています。

751 蝉好き ⼀般審査員E 15 15 10 10 10 60 もともと短い命の蝉にそんなことをしたらいけませんね。これは本当の意味で
の「蝉好き」とは全然違う。好きの意味が違うのは怖い。命あるものを無闇に
殺めた結果でしょうね。

751 蝉好き ⼀般審査員F 14 13 13 8 12 60 普通に昆⾍として蝉が好きなのかと思いきや、サイコパス的な好きだったと
は。まるで無邪気で残酷な⼦供のようだ。⽣きた、⽣命⼒溢れる蝉から⽻をも
ぎとっていく描写は⽬も当てられない。そんな⾏為が好きとは理解し難い。あ
る夏、⽿に違和感を感じ、蝉の声が聞こえて⽿をほじくって失聴してしまった
のは、蝉を残酷に殺してきた罰だったのでしょう。昆⾍の⽻が⼈間の⽿に当た
るかどうかはわかりませんが、とにかく、やってきた⾏為の報いなのでしょう
ね。

751 蝉好き ⼀般審査員G 16 15 15 10 13 69 ⼈怖から始まり、その後の怪異的な奇妙なオチ…でも⾃業⾃得というか、これ
は仕⽅の無い事かなぁって。⾎が出ようが失聴しようが蝉に恨みを持たれても
仕⽅ないですよね…でも⽂章的にはとても気持ち悪さが滲み出ていて、蝉の⽻
の件は情景が浮かんできて何ともいえない気持ちになりました。蝉が好きなの
にそんな酷い事をしてしまう⼼情。理解に苦しみますが、こういった思考の
⼈って⼀定数いると思うと寒気がしました。やはり⼈怖と怪異のセットって内
容的には⾮常に興味深いものが多いですよね…内容はちょっと胸糞でしたが考
えさせられるお話しでもありました。

751 蝉好き ⼀般審査員H 10 15 10 15 5 55 聴⼒を持っていかれた…と表現したかったのかもしれませんが、最後の⼀⽂は
無い⽅が個⼈的には好みです。例えば鳴き声や、⽻⾳の美しさを前半に⼊れる
事で最後の⼀⽂で伝えたかったニュアンスが出せたような気がしました。狂っ
てるくらい美しさに執着しても良かったかも。（すみません、昆⾍が好きなの
で熱量⾼めのフィードバックになってしまいました）

751 蝉好き ⼀般審査員I 11 10 11 10 10 52 動物虐待。狙われたのがなぜ⽿だったのか？⽂章が少しわかりにくかったで
す。蝉ののろい。サイコバスさんだったんですかね

751 蝉好き ⼀般審査員J 18 18 18 15 19 88 ⼀⼨の⾍も五分の魂という話を思い出させる怖い話で、セミの恨みつらみが、
因果応報として、帰ってきたのだろうと思わせる怖さがとても良かった。

合計 139 143 131 124 125 662

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
702 飼育 柳家花ごめ ⼀般審査員A 12 11 13 12 15 63 体験者は覚えているけど、他は覚えていないというあるあるな話だなと思うけ

ど、担任は何か知っており、万札渡して⼝⽌め。何を買っていたのか。そし
て、担任は何で泣いていたのか。謎しか残らない話です。

702 飼育 柳家花ごめ ⼀般審査員B 12 13 13 12 13 63 ⼿がかり少なすぎて、ぜんぜんどういう事かわからない話です。わかるのは先
⽣が何かやらかして秘密にしたいのと、同級⽣は覚えていないことだけ。

702 飼育 柳家花ごめ ⼀般審査員C 16 17 17 16 15 81 謎の⽣物もそれを揉み消そうとする先⽣も皆、気⾊が悪くて好きです。⼦供の
時の記憶は実にあやふやな部分が多く、抜けた記憶には後で都合の良い思い出
等で補完してしまうものです。その誰にでも当て嵌まる部分を具体的な⼀本の
怪談に仕上げた作者さんの⼿腕に思わず拍⼿です。謎の⽣物はUMAか？意図的
に造られた⽣物か？想像の範囲は広がりますね。読み⼿によって解釈が違って
くるのもまた醍醐味。

702 飼育 柳家花ごめ ⼀般審査員D 11 12 15 11 13 62 何とも不思議なお話でした。結局この⽅が記憶していた「何か」とは何だった
のでしょう。担任とその⽅の記憶にしか存在しない「何か」。短編の中でもあ
まりに端的。私にはこの話を理解しきれませんでした。担任の⽬がバラバラに
動く夢を⾒て察することができるほど代表的な呪いのようなものなのでしょう
か…それを理解できる⼈ならばこの話の怖さを理解しきれると思います。

702 飼育 柳家花ごめ ⼀般審査員E 10 5 15 10 10 50 私の読解⼒が無いのか、最後の「泣きながら両⽬をバラバラに動かす担任の顔
を⾒て察した。」の意味が分かりませんでした。謎過ぎて何回も読んだけど分
かりませんでした。もう少し情報が無いと難しいですね。

702 飼育 柳家花ごめ ⼀般審査員F 15 14 15 13 16 73 ⾃分だけが覚えていて、当時のクラスメイトは誰も覚えていない…。そんな類
いのホラーで、⼈じゃなく、クラスで飼っていた⽣物の話なのかな、と思って
いたら、最後のオチがシュール過ぎる。まあ、⽣き物には違いないのだけれ
ど。担任の顔を想像してしまうと怖い。でも、その担任は、本当にその当時の
担任？何者？⼈じゃないの？と、次々と疑問が湧いてくるが、それは知らない
⽅がいいのでしょうね。

702 飼育 柳家花ごめ ⼀般審査員G 15 15 15 10 15 70 え⁈何飼っていたのぉ？？？読み終えて真っ先に感じた感想！しかも友達は記
憶に無いとか…しかも先⽣の反応が怖い！とにかく⾊々と謎の多いスッキリし
ない怪談。ショート怪談ならではの短い中にもギュッと気持ち悪さや謎の詰
まった話だなぁと感じました。しかしこれ先⽣は知ってますよね！何を飼って
いたのか、⼜⽣徒に世話をさせていたのか⁈⾮常に気になるモヤモヤするお話
し！何を飼っていたのか教えてくれぇーーーっ！！しかし最後の結末がまた不
思議というか…最後まで謎とモヤモヤだらけの怪談でした。

702 飼育 柳家花ごめ ⼀般審査員H 8 5 15 20 15 63 数万円渡されるのも怖いし、両⽬をバラバラに動かすのも怖い。地球外⽣命体
なのかもしれない！という期待も持てる怪談だと思います。鋭利な恐怖という
より、陰謀論的な恐怖を感じました。SFっぽいショート怪談が個⼈的に好きな
のでユーモアを⾼得点にさせて頂きました。

702 飼育 柳家花ごめ ⼀般審査員I 14 12 12 10 11 59 どういうことなのかさっぱりわからないです。わからないから怖いということ
でしょうか？お⾦を渡さなきゃいけないようなこと。。。だれかいじめられてて
ペットのようにみんなが対応してたということ？終わり⽅が気持ち悪いです。
もやもやします。話⾃体は怖くないのにな

702 飼育 柳家花ごめ ⼀般審査員J 13 15 15 13 18 74 よくクラスで飼育することがある動物ではないものを誰も覚えていないという
ことは、忘れられる残酷さと怖さが遭った。しかもそれが良い分かれ⽅をして
いないことを察することができる元担任の振る舞いにも薄気味悪さを感じた。

合計 126 119 145 127 141 658

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
701 ⼀般審査員A 14 12 11 14 12 63 奥さんは⾞の事故か何かで亡くなってしまったのかな。そして、霊となって⾃

宅に戻ってきた。だから、ガソリンと⾞の匂いがしたのかなって思いました。
私はあなたについていく。奥さん側から⾒たら⼀途な話だと思うけど、亡く
なっていたとしたら霊になっても残るという意味になるためちょっと怖いなと
思いました。

701 ⼀般審査員B 14 13 12 12 13 64 ありがちな死⼈ただいま系の話ですが⾞とガソリンが燃える臭いを知っている
という事は妻が死ぬ間際にそばにいたという事でしょうか。とういう事は同じ
⾞に乗っていたと、それで⾃分だけ助かった。⼼情的には妻が帰ってきたら、
嬉しい感情になりそうですが。

701 ⼀般審査員C 17 17 15 15 15 79 単純に怖いだけでは決して終われない怪談。具体的な視覚情報では無く終始⾹
りにスポットライトを当てた事とそして花⾔葉を交えた作者さんにセンスを感
じました。その後の展開を考えるとやはりバッドエンドは避けられないでしょ
う。前半の妻との思い出、花の説明箇所が明るければ明るい程に後半の回収部
分の救いの無いドス⿊い展開がより活き活きとしてました。その振り幅がとて
も⼼地良かったです。

701 ⼀般審査員D 17 13 15 11 14 70 何気ない⽇常を切り取ったような状況かと思いきや、そうではないという違和
感。これは⼀体どういうことだ…？と不思議な気持ちになりました。恐らく、
奥様は「そういう」ことなのだろうと頭では思いつつ、花⾔葉「あなたについ
ていく」というのはどういう意図なのでしょうか…この⾔葉だけを捉えると旦
那さんの⽅が先に旅⽴っていて、その後を追ったのかと思いましたがそうでも
なさそうですね。花束は奥様にお供えするためのものだったと考えると、花⾔
葉を奥様に贈る。つまり、奥様に「あたなについていく」というメッセージを
送ってしまったのだとしたら…この結論にたどり着いた時、この話の本当の怖
さを思い知らされた気がしました。

701 ⼀般審査員E 10 15 15 10 10 60 ついていく、憑いていく…ジャスミンの花⾔葉のインパクトが、ちょっと薄い
と思ってしまいました。旦那さんは奥さんが帰って来てくれて嬉しいのかどう
なのか？その違いで捉え⽅が変わって来るなと思いました。そこが謎なところ
は楽しめました。

701 ⼀般審査員F 14 13 14 12 13 66 ジャスミンは⾹りでよく使われますね。奥さんが好きだからと、お茶も芳⾹剤
も全てジャスミンの⾹りというのはなかなかのものだ。私は正直、強い⾹りは
苦⼿なので、そんな環境はいくらパートナーが好きだから、って⾔っても多分
無理だ。花の⾹りに交じってしてきた刺激臭。ガソリンと⾞が焼ける臭い、と
いうところで奥さんが事故か何かで亡くなったのだろうと推測するけれど、最
後のジャスミンの花ことば―私はあなたについていく―は知りませんでした。
憑いて来られたんですかね。

701 ⼀般審査員G 15 14 14 10 14 67 ⽂章の構成が詩的な⁈感じの所が多く、端的に状況が伝わって来ず何度も読み
返してしまいました。もう少し状況の描写を分かりやすく記した⽅がストレー
トに怖さが伝わり良かったのかなぁと思いました。まぁ裏を返せば⾊々と考察
が楽しめるとか⁈でも話しはとても興味深い内容なので個⼈的には勿体無い
なぁと。また、臭覚を題材とした怪談としては⾮常に⾯⽩いですし、ジャスミ
ンという芳しい匂いと対⽐する様なゾクゾクとする現象。そのギャップと⾊々
な部分を刺激するお話しはとても良かったかなぁと思います。

701 ⼀般審査員H 10 5 10 10 15 50 官能的な恐怖を感じました。ジャスミンの他の花⾔葉で「幸福」があります
が、その意味とのコントラストを強く感じました。メリハリのあるショート怪
談になっていると思います。抽象的な⽂脈が魅⼒でもあるのですが、主⼈公が
すでに死んでいて妻が⾞で焼⾝⾃殺をしたのか、妻が死んでもなお、主⼈公に
ついていこうとしているのか。何が起きているのか、考察分岐が多すぎる点は
好みがわかれそうです。

701 ⼀般審査員I 13 12 11 11 11 58 亡くなった⼈が帰ってきてしまったんでしょうが、殺したのは（死なせたの
は）旦那さんだったのでしょうか。このままだと奥さんは毎⽇出かけて帰って
きて異臭に耐える⽣活なのかと思ったらゾッとしますよね。奥さんの復讐なの
か？そうでなければ早く成仏させて欲しいなと思ったお話でした

701 ⼀般審査員J 18 15 15 12 15 75 亡くなっている奥さんが原因が⾞の事故だったのか、それとも今、現在亡く
なってしまっているところなのか、わからないが、ジャスミンの花⾔葉が美し
い⾔葉のはずなのに、主⼈公のみに起きていることを考えると、かなり怖いも
のに感じた。

合計 142 129 132 117 132 652

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
723 はじめての⽣霊 半分王 ⼀般審査員A 16 12 12 16 16 72 花から聞こえてきた声が実は転校した友達だったのではないかというのは

ちょっと怖いですね。じゃあ、転校してしまった友達は誰の声を聞いていたの
か。それとも、本当に花の声が聞こえていたのか。何とも⾔えない感じがしま
すね。信じたフリって意外と相⼿にはわかりますからね。だから転校しちゃっ
たのかな。

723 はじめての⽣霊 半分王 ⼀般審査員B 13 12 14 12 12 63 花の声が聞こえるだけでイジメられる世の中にはゲンナリしますね。⾃分と違
うものを認められない弱さを親が補えたらいいんですがね。怪談的には花の声
というより、⽣き霊だったのかな。

723 はじめての⽣霊 半分王 ⼀般審査員C 16 15 17 15 16 79 不思議でありそして何処か儚げな怪談。幼少の頃は当たり前に出来た事も⼤⼈
になるにつれて失われてゆく特殊能⼒は⼤なり⼩なりありますよね。その友⼈
はもしかしてお花の精霊だったのかも知れません。ですが、その精霊は仲間を
増やす⽬的の為に最初から主⼈公をただ利⽤したようにも解釈が出来るので読
後⼀層怖さの濃度が増しました。それとあまり無いタイプの怪談ですので、新
しさポイントを⾼めとしました。

723 はじめての⽣霊 半分王 ⼀般審査員D 12 14 16 17 15 74 もし⾃分の⾝にこういうことが起きたとしたら、少し切ない⼦どもの頃の話と
して、いつまでも忘れられない⼤切な記憶になっている気がしました。友達だ
から理解があるフリをしていたら、⾃分にもその能⼒が備わってしまうこと⾃
体とても不思議です。しかも、それが転校していった彼⼥の声というのがます
ます不思議でした。個⼈的に、純粋な⼦どもを良くない⽅向に導こうとする良
くない存在かと思っていましたが、彼⼥の⼼の声だったのでしょうか。そうな
ると、彼⼥が聞いてきた声はどんな声だったのか、何を⾔っていたのかとても
気になります。ファンタジーのような、特殊能⼒のような不思議なお話でし
た。

723 はじめての⽣霊 半分王 ⼀般審査員E 5 5 15 10 15 50 ⼦供の頃って⾒えたり聞こえたりする⼦がいるみたいだし、本当に聞こえてい
たのだと思います。いじめられた時に彼⼥も味⽅になって欲しかったのでしょ
うね。タイトルはもう⼀捻り欲しかったです。

723 はじめての⽣霊 半分王 ⼀般審査員F 12 10 12 9 11 54 ごく稀に、動物や植物と会話出来る、という⼈がいますが、花と話せる友達は
確かに不思議ですね。でも、幼少の頃であれば、そういう能⼒は気持ち悪がら
れ、いじめられるのがオチですね。そんな友達が転校してしまってから主さん
にも花の声が聞こえるようになった、というのも因縁のようで不思議な話だ。
聞こえていた花の声がその友達の声だった、「私だけがあなたの味⽅」という
⾔葉だったのなら、やはりその⼦の⽣き霊だったのでしょうか？

723 はじめての⽣霊 半分王 ⼀般審査員G 16 18 16 10 15 75 怖い感覚は全く感じず、むしろ切ない気持ちにさせられたお話しでした。花と
話せるなんて気持ちの優しい⼦なんでしょうね…私は羨ましくも思えました
が、寂しさや負の感情や精神状態がその様な能⼒を開花させたのか？⾊々と考
えさせられるお話しです。⽂章も読みやすく状況が凄く伝わるお話し、普通の
ショート怪談とはカラーが違う様な（良い意味で） 怪談の括りでのご投稿で
すが、それを超えた何かメッセージ性のあるお話しだったのではないでしょう
か。

723 はじめての⽣霊 半分王 ⼀般審査員H 5 5 5 15 10 40 少し複雑な設定のため、ショート怪談では恐怖が伝わってきませんでした。読
んでて胸が痛くなるシーンが無いため、安⼼して読めましたが、⽣き霊という
タイトルが上⼿く活かせないまま、終わってしまった物⾜りなさがあります。
花という美しいものに恐怖を⼊れるのが難しいのかもしれませんね。彼岸花な
ど特定の花で展開する⽅が⾎⽣臭くなったと思いました。

723 はじめての⽣霊 半分王 ⼀般審査員I 12 12 12 11 12 59 花と話せる。⼈に話さなければいじめられなかったのに。転校して⾔った彼⼥
はいじめられてなぜ主⼈公はいじめられなかったのか。疑問です。いじめはな
かったが孤⽴はしたとのこと。そして花の声は転校していった⼦の声。助けて
くれなかったから恨んだのか。それとも救わなかった後悔でそう聞こえたの
か。不思議です。

723 はじめての⽣霊 半分王 ⼀般審査員J 12 12 13 12 13 62 不思議な友達に対する後悔の念があった主⼈公が花の声を聞こえると思えるよ
うになった悲しい話と思った。その友達を阻害したクラスメイトが怖いと思
い、後味の悪い話だった。

合計 119 115 132 127 135 628

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
739 ⼀枚の絵 hari. ⼀般審査員A 12 14 11 14 14 65 ⼈間何がきっかけで狂ってしまうか分からないですからね。そして、その絵の

オーナーを殺めてしまい、その男性に話しかけてきたのがオーナー⾃⾝だと。
話しかけられた時に分からなかったのかな。この男性は。⾃分が殺めたオー
ナーが話しかけてきたと。

739 ⼀枚の絵 hari. ⼀般審査員B 12 10 10 13 12 57 何回読んでもどういう事なのか、さっぱりわかりません。男が霊なのか⽼紳⼠
が霊なのかわからないし、狂わされた割には落ち着いてるし、誰か教えて下さ
い。

739 ⼀枚の絵 hari. ⼀般審査員C 14 16 16 14 17 77 美術館や展覧会等でどうゆう訳か気になる絵画やアート作品は稀にありすよ
ね。⼀⽇中作品の前で⽴ちマジマジと眺める…という経験は無いかもしれませ
んが、まさかそう来ましたか！こういう事態に遭遇してしまったら⾒なかった
事にするのがいいのでしょうかね…⽂章としては男？⽼紳⼠？あっオーナーの
視点だったのですね。⼀瞬理解するのに時間がかかりました。それを解決する
にはもっと男にスポットライトを当て描写を強く印象付ける様な表現があった
⽅がより化ける⽂章になると思います。意外なオチには⾼得点です

739 ⼀枚の絵 hari. ⼀般審査員D 14 12 14 16 17 73 静かにゆったりとした時間の流れの中でおきている不思議な出来事を隣で⾒て
いるような、臨場感ある描写が個⼈的に好みです。ただ、怖さは控えめだった
ので点数は低めにつけました。この話の良いところは⽣者は誰⼀⼈介⼊せず、
死者同⼠の会話だけで成り⽴っていること。⽣者はモブ。死者の世界でも奇妙
な出来事が起きているかもしれない、と少しわくわくさせられる興味深いお話
でした。絵を⾒つめていた男は何故、⾃分が⼿にかけた男のことを知らなかっ
たのでしょうか。何故そのようなことをしたのでしょうか。この2⼈のインタ
ビューを⾒守りたくなってしまいました。

739 ⼀枚の絵 hari. ⼀般審査員E 5 10 10 10 5 40 怪談なのか、よく分からなかったです。絵の前に⽴ってる男が霊なのだとは思
いますが、殺してしまったオーナーは⽣きているって事だし、もう少し情報が
無いと怖さも何も無かったです。

739 ⼀枚の絵 hari. ⼀般審査員F 12 10 11 10 10 53 ⼀枚の絵を⾒つめる男に⾒かねて声を掛けてきた⽼紳⼠はその絵のオーナーだ
と⾔う。だけど、その男はオーナーを殺してしまった、と⾔う。オーナーだと
名乗る⽼紳⼠は⽣きている？それとも男の⾔うオーナーとは別⼈だった？それ
とも、やはり絵のオーナーで、殺されて幽霊となって男の前に現れた？だけ
ど、男に微笑んでいるという事は、やはり⽣きている？それとも、絵を⾒つめ
ている男が逆に亡くなっている？疑問ばかりでそこがはっきりしないので、怖
さも何だか曖昧な感じになってしまいました。

739 ⼀枚の絵 hari. ⼀般審査員G 15 18 15 10 18 76 おー！！まさかのオチ！！ショート怪談の良さがギュッと詰まった⾯⽩いお話
しでした。無駄が無く、スッキリとした⽂章と構成、しかし本題はちゃんと伝
わり、スピード感を持ってオチまで⾏く感じが秀逸でした。もちろんオチの意
外性もあったのでその点は⾼評価。その他鋭さも⾼評価としています。しかし
この話し、なぜこの⼈がこの絵の持ち主を殺さなければならなかったのか…話
を広げると⼜違った⻑編のお話しにもなったかなぁと思ったり、個⼈的には⾮
常に⾯⽩い怪談でした。

739 ⼀枚の絵 hari. ⼀般審査員H 5 5 5 5 5 25 エンカウントしている怪談なので、めっちゃ盛り上がる内容になると思うので
すが、残念ながら、どっちが発⾔したか伝わりにくく、何度も読んでもわかり
ませんでした。句読点、丸、カッコを正しく活⽤する⽅がスムーズに理解でき
ると思います。理解しにくい気持ち悪さがクセになる⽅もいるのかも。死んだ
のはオーナーの⽼紳⼠だけなのか。両⽅死んでいるのか…。

739 ⼀枚の絵 hari. ⼀般審査員I 12 11 11 11 13 58 オーナーさんは⽣きていて彼が殺した相⼿は誰なんでしょう。狂わされた。
うーん。よく意味がわからなかった。オーナーさんが変わったってこと？

739 ⼀枚の絵 hari. ⼀般審査員J 15 15 15 15 18 78 殺し殺された双⽅の⼈間が遭遇するのを主⼈公は眺めていたのかをわかったと
ころに意外さ、怖さ、ユーモアさを兼ねていて、とても良いと思った。

合計 116 121 118 118 129 602
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